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２０２４年７月１６日 
イオン琉球株式会社 

 

７月２０日(土)みんなでパラスポーツを応援しよう！ 

イオンモール沖縄ライカムにて「イオン ｄｅ パラスポ」を初開催！ 

         

イオン琉球株式会社（本社：南風原町、代表取締役社長：鯉渕豊太郎）は、７月２０日（土）、

イオンモール沖縄ライカムにて県内初となる「イオン ｄｅ パラスポ」を開催いたします。 

 

イオンは、すべてのお客さまは心身ともに健康で、多様性を尊重しあい、誰もが自分らしく生き

られる共生社会の実現に貢献したいという考えのもと、２０１８年３月に公益財団法人日本パラス

ポーツ協会（ＪＰＳＡ）と、２０２３年７月には、一般社団法人日本ボッチャ協会（ＪＢｏＡ）と

オフィシャルパートナー契約を締結しております。 

以来、スポーツの体験や交流イベントを通し、お客さま、地域アスリート、競技団体との連携、

共生社会への理解醸成を推進することを目的とした店舗イベント「イオン ｄｅ パラスポ」を全国

で開催し、多くのお客さまにご参加いただいております。 

 

沖縄では初の開催となる今回は、ボッチャ体験会や競技用車いす体験会をはじめ、地元出身の現

役パラアスリートである、車いすマラソンの喜納翼選手、ボッチャの金城歩未選手、伊波興乃慎選

手を招いたトークショーを開催し、パラスポーツの魅力を発信します。 

また、沖縄県生活福祉部障害福祉課のＰＲブースを設置し啓蒙活動もおこないます。 

イオンは今後も多様性を認め合える共生社会の実現に向け、継続的にパラスポーツの普及支援活

動を推進してまいります。 

 

記 

【イオン ｄｅ パラスポ Ｉｎ イオンモール沖縄ライカム 概要】 

１．日時：  ２０２４年７月２０日（土）１０：００～１６：００ 

２．会場：  イオンモール沖縄ライカム１階グランドスクエア 

３．内容:    ・ボッチャ体験会 

       ・競技用車いす体験会 

       ・「パラスポーツの魅力発信！」トークショー 

           ・沖縄県生活福祉障害福祉課 特設ブース（取り組みＰＲ） 

３．主催：  イオン株式会社、イオン琉球株式会社 

４．協力：  特定非営利活動法人 沖縄県障がい者スポーツ協会､沖縄ボッチャクラブ、 

沖縄大学､一般社団法人 日本ボッチャ協会､イオン社会福祉基金 

 ６．後援：  沖縄県 
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■イベントについて  
場 所：イオンモール沖縄ライカム１階グランドスクエア（水槽前） 

日 程：７月２０日（土）１０：００～１６：００   ※参加費無料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

■１階会場 フロアマップ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

イオンモール沖縄ライカム１階 

グランドスクエアボッチャ体験会・ステージイベント会場 
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ご参考 

■「イオン ｄｅ パラスポ」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「イオン社会福祉基金」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■一般社団法人日本ボッチャ協会（Japan Boccia Association）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 公益財団法人日本パラスポーツ協会（Japanese Para-Sports Association）について 

 

 

 

 

 

 

イオンは、全国の障がい者の方々の社会活動への参加促進と、障が

い者福祉の向上を図ることを目的に、１９７７年に「イオン社会福

祉基金」を設立しました。この基金は労使双方がひとり当たり毎月

５０円ずつ(労使双方で１００円)を積み立てるもので、イオン従業

員によるボランティア活動を柱とした社会福祉活動を行っていま

す。これまで、沖縄県内各自治体への累計６台の福祉車用の贈呈や、

障がい者福祉施設で開催されるクリスマス会や交流会など、様々な

ボランティア活動を実施しています。 

２０２３年９月沖縄県西原町への福祉車両の贈呈式 

イオンは、東京２０２０パラリンピック競技大会を契機に、日本

パラスポーツ協会（ＪＰＳＡ）とオフィシャルパートナー契約を

締結しました。２０１９年より、パラスポーツに触れ、体験でき

る機会を提供する店舗イベント『イオンｄｅパラスポ』の全国展開

を開始し、現在までに６０回以上開催しています。ボッチャをはじ

めとした、様々なパラスポーツの競技体験会や、パラアスリートに

よるトークショーなど、インクルーシブなパラスポーツの楽しさを

通して、多様な方々が相互に支え合う、“心のバリアフリー”への

理解を深めていただくことを目的に開催するものです。 

１９９７年１１月設立。「一緒があたりまえの社会にする」をパー

パスに掲げ、日本国内の肢体不自由者を中心とした障がいのある

方の競技力向上を目指し、すべての障がいのある方、及び健常者に

対して広く一般的にボッチャの振興と普及を図り、ボッチャを通

じて障がいの有無に関係ない、インクルーシブな社会の実現をミ

ッションとしています。 

２０２２年５月イオンモール札幌発寒での

実施の様子 

 

 

ＪＰＳＡは、 昭和 ３９年に開催されたパラリンピック東京大

会を契機に、わが国のパラスポーツの普 及・振興を図る統括組

織として、昭和４０年に厚生省（現 厚生労働省）の認可を受け

て設 立されて以降、全国障害者スポーツ大会やジャパンパラ競

技大会をはじめとする全国規模の 障がい者のスポーツ大会を

開催・奨励しています。２０１８年３月にイオンとオフィシャル

パートナー契約を締結しております。 

 

 


